
生物多様性の保全を社会の当然に

株式会社バイオーム

代表取締役 藤木 庄五郎
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藤木 庄五郎

Shogoro FUJIKI

代表取締役 CEO

•京都大学大学院博士号（農学博士）
•生物多様性分野の実務に15年間従事

•環境省2030生物多様性枠組実現日本会議行動変容WG 専門委員

•日本自然保護協会評議員

• ISO/TC331（生物多様性）国内審議委員

• TNFDデータカタリストメンバー

• TNFDフォーラムメンバー

• InnovatorsUnder35Japan 2021

•国連生物多様性条約第15回締約国会議（COP15）参加

•福山大学非常勤講師

株式会社バイオーム 代表取締役



名称 株式会社バイオーム

本社オフィス 京都市下京区中堂寺南町134番地 ASTEMビル8階

四条烏丸オフィス 京都市下京区綾小路通新町東入善長寺町143 マスギビル305

会社設立日 2017年5月31日

資本金 474,000千円（準備金含む）

従業員 55名

事業内容 生物多様性データプラットフォーム運営、生物アプリ開発運営

本社オフィス 四条烏丸オフィス

会社概要

メンバー
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世界二大環境問題

気候変動
Carbon Neutral

エネルギー革命

石炭、石油、天然ガスなどの

化石燃料が座礁資産に

生物多様性
Nature Positive

自然資本革命

土地・天然資源などの自然資本

が座礁資産に
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CO2を排出しないエネルギー

の価値が高まる

生物多様性に配慮した自然資

本の価値が高まる？



利用できない天然資源

「座礁資産」
天然資源

利用可能な

天然資源

利用に制限

利用不可

これまで 今後

$44兆が自然資本に依存
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ネイチャーポジティブ

自然資本（土地・天然資源）への影響

付加価値UP

⚫ ネイチャーポジティブ事業は2030年には年間10兆ドル規模に
（世界経済フォーラム2022）
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グローバル課題＜地域課題

地域ごとに生態系が異なり、課題も様々

• ネイチャーポジティブは「地域」でくくられ、評価される
• 生物多様性データは地域の「信用情報」に
• ランドスケープアプローチが重要



⚫ 二酸化炭素排出量

⚫ 排気ガス規制

⚫ 工業・生活廃水規制

⚫ 生物多様性

できる

難しい

数値化
(デジタル化)

生物多様性領域の課題
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生物多様性デジタル化
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環境DNA

ドローン空撮

カメラトラップ

定点観測 音響解析

スマホ画像

専門家調査バイオロギング衛星リモセン航空LiDAR

地上LiDAR文献情報 AI活用市民科学

様々なデジタル化アプローチ

国内の動植物10万種に対応
した図鑑・いきもの名前判定
AIを搭載

「楽しい」を基盤にした生物多
様性の行動変容をモチベート

いきものコレクションアプリ

高度な解析技術に裏打ちされ
た国内4万種以上の分布推定
データ

地域ごとの生物種の状況を把
握し、自然資本を解釈

生物多様性の可視化サービス

自由にカスタマイズできる生物調
査に特化したUI

誰でも簡単にデータを収集し、本
格的・組織的な生物調査を内製化

誰でも生物調査ができるリアルタイム生物データベース

国内最大級約1,000万件のリ
アルタイム生物データベース

1日数千～数万件が更新され
るリアルタイム生物観測プラッ
トフォーム



市民科学アプローチ
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スマホ画像 文献情報 AI活用市民科学

日本最大級の生物データ

⚫ スマートフォンからデータを収集
⚫ 1,000万件のリアルタイム生物分布を把握（バイオーム社独占データ）
⚫ 数千～数万件のデータが毎日更新
⚫ ユーザー数120万人

生物多様性を
楽しみながら調査！



オオサンショウウオ
@どすこいパイナポー

オガサワラオオコウモリ
@蛍石

ハクセンシオマネキ
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写真付きオカレンス（生物の出現記録）データ
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BiomeDB

空間スケール
• 緯度経度-種名のオカレンスデータ
• 個別サイト～地域スケールの評価に活用
• データ密度に応じて限界あり

• 一部沿岸域を除く海域の評価は難しい
• そのほかはほぼ全タイプを網羅

生態系タイプ
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発見種数：

50,200種
オカレンス（生物の出現記録）：

10,140,874件

BiomeDB
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数千～数万件/日を収集

環境省RL+都道府県RL種が全体の7.0%

BiomeDB
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魚類の例

⚫ 環境条件、衛星データ、BiomeDB、文献データ等から4万種
以上の生物の生息適地を推定

⚫ 複数モデルによるアンサンブル推定

⚫ 調査労力による重みづけ等により都市近郊が過大評価される
バイアス問題を最小化

⚫ 最小100m解像度まで推定

任意地点の潜在生物種リストを作成

生物多様性マップに変換

種分布モデルによる生息適地推定



事例：TNFDレポート（通信業）

⚫ KDDI株式会社のTNFDレポート(ｖ１～v3)の分析を担当

⚫ 全国に数十万件ある基地局の生物の状況をスコア化
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https://www.kddi.com/extlib/files/corporate/sustainability/efforts-
environment/biodiversity/pdf/TNFD.pdf



事例：TNFD（鉄道・不動産）
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⚫ 4事業（交通・不動産・ホテル・リゾート・生活サービス事業）648拠点

⚫ 自然への依存と影響、リスクと機会、それらへの対応策を整理

https://s3-ap-northeast-1.amazonaws.com/sustainability-
cms-tokyucorp-s3/pdf/tnfd_report.pdf
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事例：TNFD(金融)

⚫ 融資先の拠点マップを作り、全体の統合スコアおよび個社別スコアを提示

⚫ ポートフォリオのリスク分布（直接操業に限る）を明確に

⚫ 環境省「令和６年度脱炭素実現に向けた自然関連情報分析パイロットプログラム（金
融機関向け）」を支援

■ 投融資先拠点ヒートマップのイメージ ■ ポートフォリオのリスク集計のイメージ

High Medium Low Good Very Good

データはダミー

産
業
セ
ク
タ
ー

事業所

データはダミー



事例：統合報告書（製紙業）
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⚫ 王子ホールディングス統合報告書記載

⚫ 全国の社有林の生物多様性をスコア化。重要エリアを特定

https://investor.ojiholdings.co.jp/ja/ir/library/integrated.html
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事例：太陽光発電開発民間ガイドライン

⚫ 自然に配慮したソーラー発電設備の設置ガイドラインを作成

⚫ 建設予定地の自然の状態を事前に確認し、設置場所選定から考え直す

サンプルデータ



80件以上

自治体・官公庁

• 東京都
• 足立区、荒川区、千代田
区、世田谷区

• 東村山市、三鷹市、武蔵
野市

愛知県

・名古屋市
・岡崎市

兵庫県

・神戸市
・豊岡市

北海道

・上川町

・愛媛県

679件

企業、団体、大学

• 神奈川県
• 茅ヶ崎市、川崎市、
厚木市

三重県

・亀山市
・松坂市

福島県

・大熊町

• 大阪府
• 大阪市、堺市、
泉南市

石川県

・加賀市

宮崎県

・延岡市
・都城市

和歌山県

・白浜町

高知県

・高知市
・梼原町

• 京都府
• 京都市、城陽
市、亀岡市

新潟県

・佐渡市

山口県

・宇部市

岩手県

・九戸村

山形県

・寒河江市

・山梨県

群馬県

・前橋市

岐阜県

・大垣市

栃木県

・小山市

宮城県

・仙台市

広島県

・三原市

産官学民の保全プロジェクト実績
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生物多様性保全活動が活況

過去に組成したことのある
NPプロジェクト数（未達成含む）

福岡県

・福岡市

長野県

・飯田市

• TNFD開示支援

• 自然共生サイト取得

• ネイチャーポジティブに配慮した再エネ推進

• カーボンクレジットの付加価値創出

• 不動産の高付加価値化

• 植栽技術の差別化

• 都市設計への生物多様性の導入（造園、シミュレーション、都市OS）

• リゾート施設のリピーター獲得

• 金融商品化準備

• 公園管理コンペの目玉

• グリーンインフラとの融合

• 新薬（対外来種）開発

• 計測機器販売の新たな切り口

• リジェネラティブツーリズム等の旅行商品

• 画像・音声解析技術の商品化 などなど

今後、プロジェクトは「現状
把握」から「機会創出」へ



マーケットの拡大
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1. NPマーケットの実現・拡大

• 非財務情報開示（TNFD）
• 30by30
• 環境認証・規格
• サステナファイナンス
• 環境信託・保険
• 環境クレジット
• 生物多様性オフセット
• 環境エンタメ・生活サービス
• グリーンインフラ
• エシカルマーケティング
• 環境コンサル・シンクタンク・調査
• 環境技術の開発
• 資源の管理・増収
• 戦略の策定
• 法の整備と運用
• 生物多様性主流化
• インベントリ作成
• 公的な調査

⚫ 400近いマーケット領域
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インドネシアBRINハンドコ長官と

ボリビア
アプリを使った
ワークショップ

ガーナ
村長への謁見

海外展開

©2025Biome Inc.



ガーナ：カーボンクレジット付加価値
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⚫ ガーナにおける大規模森林回復プロジェクト

⚫ 2022年の3月に小規模の植樹での実験を経て、年内により広範囲（200-300ヘクタール
ほど）に植樹を行い、2024年にはその規模をさらに5,000 ~ 10,000 ヘクタールに拡大

https://note.com/ian_shimizu/n/ne28375c6a947

森林再生により
カーボンクレジット創出＋
生物多様性付加価値
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⚫ 衛星リモートセンシングによる広域モニタリングを開始

⚫ フィージビリティ確認後、各国に展開

インドネシア全域
• インドネシア全域の衛星解析結果データ
• 全調査データ（過去調査データ含む）を用いて解析実施

B社
• 過去調査データ
• 新規調査データ

E社
• 過去調査データ
• 新規調査データ

C社
• 過去調査データ

D社
• 過去調査データ
• 新規調査データ

F社
• 新規調査データ

A財団
• 新規調査データ

A社
• 新規調査データ

Biome、BiomeSurvey
• 新規調査データ（バイオーム単独所有）
• インドネシア政府（BRIN）共同実施

インドネシア：生物多様性広域推定



ボリビア：アプリを使った環境教育
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⚫ ボリビア・コチャバンバの環境NGOと環境教育
プログラムを共同開発

⚫ JICA・IDB Labオープンイノベーションチャレ
ンジTSUBASA2023の支援

⚫ 地域住民に生物多様性の価値を理解してもら
い、河川の水質汚染の解決に貢献



エクアドル：コーヒー農園の評価
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⚫ アグロフォレストリーが生物多様性の損失の防止にどの程度寄与しているかを検証
⚫ 2025年度JICA共創×革新プログラム「QUEST」による支援



フィリピン：農地評価/森林回復
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⚫ ミンダナオ島
⚫ 農地の生物多様性評価

⚫ ネグロス島
⚫ 森林回復地の生物多様性評価

カメラトラップ
の設置

軍隊に護衛され
ながらの調査
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アカウント作成
・企業情報

ロケーション情報登録
・操業地、資材調達地、
不動産開発地、投融資
先所在地

レポートLv1出力
自然資本スコア取得
・State of Nature

レポートLv2出力
生息種リスト取得
・関連する種リスト

衛星画像解析技術を組み込んだ
種分布モデリング（SDM）

BiomeBoard（仮）

市民/社員がアプリを使って生物調査

地域の生物多様性プラットフォーム
DX生物多様性センターなど

解像度・更新頻度の優位性
生態系に変化に対応したレ
ポーティング

レポートに基づく調査設計
調査を反映したスコア化
社内のインテリジェンス蓄積
の視覚化

企業の地域への貢献度
を評価
地域特有のリスクをロ
ケーション評価に反映

• サプライチェーンのロケーションに関するState of Natureを出力できるSaaS型プラットフォーム
• 衛星画像解析技術を組み込み、時空間的解像度を高く、生態系の評価が可能
• スマホアプリと接続し、効率的な調査、データの流し込み、社員等のアクション実現をサポートする
• 自治体向けプラットフォームと連携することで、ランドスケープアプローチの実現

開発中：BiomeBoard（仮）



おわりに

ルールが未熟な今だからこそ、

ネイチャーポジティブのデファクトスタンダードをつくるチャンス。

日本企業で世界をリードできるように！
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